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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・日本語教育 
キーワード：漢語動詞・和語動詞・同形同義語・共起語・転移・コーパス 
 
１．研究計画の概要 

本研究は、日本の高等教育機関で学ぶ留学
生の論文執筆を語彙・表現の習得の観点から
支援するための基礎研究である。論文執筆に
おいては専門用語だけでなく「結論を出す」
「規模を縮小する」等、動詞と名詞を組み合
わせた表現が多用される。まず、論文で多用
される動詞（和語動詞と漢語動詞）とその共
起語を抽出し、動詞が取る項を言語学的に分
析する。 

また、漢語動詞については、日中同形同義
語の漢語動詞に焦点を当て、中国語のコーパ
スデータや中日対訳コーパスの分析を行う。
具体的には、日本語と中国語において同形同
義語の漢語動詞が、それぞれどのような項を
取り得るのかを抽出し、その差異を比較検討
する。 

以上の研究結果を踏まえ、最終的には同形
同義語の漢語動詞、和語動詞の典型的な共起
表現を体系的に示す。 
 
２．研究の進捗状況 
現在までの進捗状況は以下の通りである。 

 (1)日本語コーパスから和語動詞と共起語
を抽出する。 

 (2)(1)で抽出した和語動詞に対応する中国
語訳を辞書で調べる。中国語訳と、日本
語の漢語動詞が同形同義語のものを選
定する。 

  例）「壊す」の中国語訳は「破壊」で、
日本語にも中国語にも「破壊」とい
う同形同義語が存在 

(3)同形同義語の漢語動詞と、それらの漢語
動詞に対応している和語動詞を含む短

文をコーパスで抽出した共起語をもと
に作成する。 

  例）○「人間は自然環境を破壊した。」 
○「人間は自然環境を壊した。」 

     ○「山田さんは約束を破壊した。」 
×「山田さんは約束を破った。」 

 (4)中国語を母語とする日本語学習者に日
本語習熟度テスト及び、(3)で作成した短
文の正誤判断を実施する。 

 (5)調査データを集計し、統計的なデータ分
析を行う。 

 
３．現在までの達成度 
 ②概ね順調に進展している。 
 日中対照コーパスだけではデータが不十
分であったが、日本語、中国語それぞれ単独
のコーパスから得られたデータをもとに、漢
語動詞の共起語を抽出し、それを基に調査用
紙を作成した。2010 年度にその調査用紙を
用いて北京外国語大学で調査を実施したと
ころ良質なデータが得られたため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今年度は、調査データの分析を行い、研究
成果を発表する予定（「世界日本語教育研究
大会」に投稿中）である。 
 
今後の研究計画 
 (1)平成 22年度に中国で行った調査の結果

を基に、中国人日本語学習者の漢語動
詞の知識と日本語習熟度との関連を明
らかにする。 

 (2)両言語において、同形同義語の漢語動
詞と共起する名詞を分析し、二言語間の
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差異を考察する。 
  (3)同形同義語の漢語動詞に関しては、共

起語が同じ場合（正の転移）と、共起語
が異なる場合（負の転移）とで、習得す
る際にどのような違いがあるかを明ら
かにする。 

  (4)同形同義語の漢語動詞に対応する和語
動詞に関しては、漢語動詞の共起語が同
じ場合（正の転移）と、漢語動詞の共起
語が異なる場合（負の転移）とで、和語
動詞を習得する際にどのような違いが
あるかを明らかにする。 

(5)同形同義語の漢語動詞に関しては共起
する名詞の分析を通じて、日本語・中国
語の二言語間における統語的、意味論的
構造の違いを明確にする。 

(6)日本語学習者のための論文執筆の一助
となる同形同義語の漢語動詞、和語動詞
の共起表現を提示する。 
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